
＜教職員の集団指導に対する意識調査＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜縦割り班で長縄跳び練習＞

 本校（全校児童 621 名）は、高松市西部に位置し、自然豊か

な環境にある学校です。平成22年度は、望ましい人間関係を育

むため、異学年による縦割り活動の指導に重点を置き、全教職

員で集団指導に取り組んできました。 
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異年齢での活動を通して社会性を育てる 

実践事例（関連項目：教育活動プラン④－2） 

 異年齢集団活動でよりよい人間関係を築き、一人一人

が互いの良さを認め合って生活する大切さを学びます。

 1 年間通して長縄跳びを実施し、異

年齢集団における目標を設定しまし

た。「長縄跳び大会」を開催すること

で、児童の連帯意識を高めました。

 集団活動において、児童一人一人が自己の役割を自覚

し、集団での達成感や存在感を高めることができました。

集団生活でのルールやモラルも体験的に学んでいます。

 集団指導における教職員の意識

調査、縦割り活動でのアンケート

を実施し、問題点や改善点につい

て検討しました。 
 そして、教職員が校務分掌をも

とに縦割り活動の活性化に向けて

意見を出し合いました。

● 集団目標の設定

● 児童・教職員へのアンケート
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様々な立場の者が協働体制で取り組む 

実践事例（関連項目：指導体制プラン②－１） 

 縦割り活動の活性化（集団育成）に向けて、全教職員

が参画する協働体制作りをめざします。

 推進委員会で校務分掌を中心に縦割り

活動の運営について協議し、様々な視点

から児童の集団育成（児童理解）につい

て共通理解を図りました。

 教員の縦割り活動（集団における人間関係づくり）に

対する参画意識が高まり、様々な立場から縦割り活動を

活性化する方法を話し合いました。

 毎月 1 回、現職教育の時間に「子

どもを見つめる委員会」を開き、気

になる児童を中心に全教職員で児童

理解に努めました。 
 また、集団育成に関わる指導方法

やスキル研修を行うなど、全教職員

が共通理解・共通行動を図る場とし

て位置付けました。 

● 推進委員会での協議

● 子どもを見つめる委員会

成
果

目
的 

内
容 

◆ 本校におけるその他の取組 
○ 縦割り活動の成果を運動会で発表することで、保護者

や地域に発信し、理解を得ています。 
○ 児童の自己有用感を育むために児童会活動や学校行事

の内容を見直しています。 

豊かな心部会（推進委員会）

＜配布プリント＞ 


